
船舶事故等調査報告書 

平成２１年３月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００８横第１２３号 

事故等名 貨物船ANGEL ARROW 貨物船金剛丸衝突 

発生年月日時刻 平成２０年１２月１０日１８時１０分ごろ 

発生場所 東京都大島町元町港 元町港突堤灯台から真方位２６６°７.３海里付近 

事故等調査の経過 

 

調査の概要：平成２１年１月８日 横浜・地方事故調査官が、海難報告書を精査し、Ａ船

船舶管理会社から損傷写真等を、Ｂ船船舶所有会社からＧＰＳ航跡図及び

事故状況報告書等を入手 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 ANGEL
エ ン ジ ェ ル

 ARROW
ア ロ ー

（パナマ共和国船籍） ２０,２２５トン 

９３００１９２ 

船舶管理会社  ＭＫ ＳＨＩＰＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ ＣＯ ＬＴＤ 

船種・船名・総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

Ｂ 貨物船 金剛丸 １３９トン 

１３４２１２ 

高洋海運建設株式会社 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長 パナマ共和国免状 

Ｂ 船長 五級海技士（航海） 

負傷者 Ａ なし 

Ｂ なし 

損傷 Ａ 右舷側外板に凹損を伴う擦過傷 

Ｂ 左舷側船首部の亀裂、及び船尾部凹損 

事故等の経過 Ａ船は、積荷を降ろして千葉港から山口県宇部港に向けて出港し、Ｂ船は、岩ズリを積

込み静岡県安良里漁港から京浜港羽田沖に向け出港した。平成２０年１２月１０日１８

時１０分ごろ、Ａ船の右舷外板とＢ船の左舷外板が衝突した。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

Ａ船及びＢ船が相手船を認めたが、その後の適切な見張り

を行わなかった可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船及びＢ船が相手船を認めたが、その後の適切な見張りを行わなかった

ため、両船が衝突したことにより発生した可能性があると考えられる。 

その他の事項 なし 

 




